
PCW(PCW,PCWH,PCWHD)の基本的な操作方法

WIZARDを起動して適当な名前で以下の様にプロジェクトを作成します。



General Comunication SPI・・・・・等の各カテゴリで必要な内容を選択します。
H/Wと設計される回路に密接に関係しますので、マイクロチップ社のカタログを確認しながら
必要な内容を設定します。I/Oピン等で１部設定しても意味の無いものもありますので、
あくまでもWIZARDは参考としてください。

Optionの設定によって生成されるコードも確認しながら行ってください。



OKを押しますとWIZARDの設定に従ってソースファイル、ここではTEST_16F887.cと
ヘッダファイルTEST_16F887.hが生成されます。

ヘッダファイルを開いてみましょう。



ソースをエディタで修正した後Compileします。



コンパイル結果はOutput(下の欄)にでます、worningは問題ありませんので、
正常にコンパイルできました。



Program Chip - CCSLOADでチップに書き込めます。
尚ICDによるオンラインデバッグも可能です。但し割り込みを使用しますので、
ICDによるデバッグはある程度制限があります(チップ側のH/Wから来ます)。


